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序 文

独立行政法人労働者健康福祉機構「医療の質の評価等に関する検討委員会」では、当機

構が提供する医療をさらに良質なものとし、客観的に医療の質の評価を行える臨床評価指

標を作成及び臨床指標の公表のあり方に関する検討、並びに臨床指標を用いた医療の質の

評価等の検討を行っております。

これは、臨床評価指標を用いて、医療の質を可視化し医療現場での PDCA サイクルを回し

て、労災病院間において良質でばらつきの少ない医療を提供できる体制つくりを目指して

おります。

また、数値が他の病院と著しく異なる指標については、対象患者のとらえ方に対する考

え方の違いや測定方法に関する施設ごとの違いなど、様々な要因が考えられます。したが

って重要なのは、病院間の比較ではなく、同じ測定方法を用いたそれぞれの病院の年度ご

との比較であり、各労災病院においては、今後の改善状況について、時系列での評価が求

められるところです。

なお、2013 年度は厚生労働省の「医療の質の評価の評価・公表等推進事業」に初めて参

加し、当機構が行っている臨床指標を公表していくことといたしました。

労働者健康福祉機構の臨床評価指標を公表することにより、当機構のさらなる医療の質

の向上を目指すことはもちろん、患者や地域医療関係者に対し当機構が提供する医療の可

視化を図ることにより、地域から選ばれる病院となっていくことを期待しています。
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